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衛
生
兵
、
訓
練
生
活
の
ひ
と
駒

東
京
都

福

原

良

忠

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
十
二
月
十
日
、
世
田
谷
野

砲
第
一
連
隊
に
お
け
る
一
カ
月
間
の
軍
隊
教
育
が
終
わ

り
、
東
京
の
戸
山
町
に
あ
っ
た
第
一
陸
軍
病
院
に
衛
生
兵

と
し
て
復
帰
し
た
。

昭
和
十
五
年
一
月
十
二
日
、
私
達
同
年
兵
百
三
十
五
人

に
は
、
こ
れ
か
ら
三
月
三
十
日
ま
で
に
衛
生
兵
と
な
る
た

め
の
教
育
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
教
育
は
、
軍
隊
の
訓
練
・

教
育
と
違
い
、
衛
生
教
科
書
、
エ
ン
ピ
ツ
等
を
持
っ
て
講

堂
に
集
ま
る
。
そ
し
て
午
前
の
教
育
は
朝
八
時
三
十
分
か

ら
十
一
時
ま
で
、
昼
休
み
後
は
午
後
一
時
よ
り
四
時
三
十

分
ま
で
で
あ
る
。

そ
し
て
毎
日
は
起
床
五
時
三
十
分
、
保
健
、
体
操
、
朝

食
に
つ
づ
い
て
班
内
整
頓
と
目
が
廻
る
よ
う
な
忙
し
さ
で

あ
る
。
そ
し
て
夕
食
後
は
班
内
で
班
付
上
等
兵
の
講
堂
で

の
教
育
の
繰
り
返
し
、
そ
の
日
の
教
育
の
復
習
で
、

ち
ょ
っ
と
で
も
違
う
と
ビ
ン
タ
が
来
る
。
私
達
に
と
っ
て

は
長
い
二
カ
月
間
だ
っ
た
。

昭
和
十
五
年
四
月
一
日
付
で
病
院
勤
務
先
が
決
ま
っ

た
。
私
は
第
七
内
科
精
神
病
科
（「
七
内
科
」）
の
勤
務
と

な
る
。
同
年
兵
は
石
場
、
久
保
田
、
綱
島
、
石
川
、
山

本
、
谷
塚
、
保
坂
で
、
先
輩
の
兵
と
し
て
は
三
年
兵
と
二

年
兵
五
人
が
迎
え
て
く
れ
た
。

刑
部
軍
医
殿
よ
り
「
古
い
人
と
仲
良
く
勤
務
す
る
事
」

を
言
わ
れ
た
。
先
輩
に
は
中
村
伍
長
、
山
下
・
矢
田
上
等

兵
、
杉
田
・
野
口
一
等
兵
が
い
た
。
四
月
ま
で
は
各
隊
に

多
く
の
入
営
者
の
あ
る
時
期
な
の
で
当
「
七
内
科
」
も
入

院
患
者
の
多
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
病
室
内
に
入
っ
た

時
は
何
と
も
言
え
な
い
空
気
が
こ
も
っ
て
い
る
。
窓
に
は

鉄
格
子
が
張
ら
れ
、
廊
下
の
入
口
は
二
重
ド
ア
、
病
室
は

八
人
室
が
二
室
、
三
人
室
が
一
室
、
そ
れ
に
浴
室
、
洗
面

所
が
あ
る
。
個
室
内
は
鉄
板
張
り
で
ド
ア
に
小
さ
い
窓
が

あ
る
狂
暴
患
者
入
れ
る
個
室
が
四
室
あ
る
。
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患
者
で
一
番
多
い
の
は
、
テ
ン
カ
ン
持
ち
、
小
心
者
、

大
風
呂
敷
、
神
経
衰
弱
、
ロ
ド
ン
等
と
聞
か
さ
れ
た
。
一

番
先
に
や
ら
さ
れ
た
こ
と
は
便
所
掃
除
、
洗
面
所
、
風
呂

場
及
び
各
部
室
、
廊
下
な
ど
の
掃
除
で
、
そ
の
時
の
注
意

に
は
ド
ア
の
鍵
を
忘
れ
ず
に
掛
け
る
こ
と
で
、
患
者
が
逃

げ
る
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

毎
日
の
勤
務
兵
は
五
、
六
人
で
、
兵
舎
勤
務
も
あ
る
。

日
が
過
ぎ
る
に
つ
れ
て
古
年
兵
達
は
勝
手
な
行
動
を
取
っ

て
病
室
内
に
姿
を
見
せ
な
く
な
る
。
軍
医
の
い
る
時
は
い

る
が
、
後
は
我
々
に
し
っ
か
り
や
れ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
、
紀
元
二
千
六
百
年
祭
が

あ
り
、
五
月
に
第
一
回
支
那
事
変
の
論
功
行
賞
の
発
表
に

は
刑
部
中
尉
殿
が
勲
六
等
を
受
賞
さ
れ
る
。
陸
軍
病
院
の

軍
医
の
方
々
は
大
喜
び
で
あ
っ
た
。
衛
生
士
官
を
は
じ
め

と
し
て
曹
長
位
ま
で
、
そ
の
中
に
私
達
臨
時
召
集
さ
れ
た

補
充
兵
百
三
十
五
人
も
従
軍
記
章
を
受
賞
し
た
の
で
現
役

兵
が
大
変
む
く
れ
て
い
た
。

病
院
内
の
患
者
約
四
千
五
百
人
の
中
、
数
百
人
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
勤
務
に
馴
れ
て
き
た
秋

口
よ
り
先
輩
の
杉
田
と
私
が
診
療
の
助
手
を
務
め
る
事
に

な
り
、
私
も
杉
田
同
様
に
大
変
軍
医
に
気
に
入
ら
れ
、
病

気
の
事
、
病
床
の
事
な
ど
多
く
教
育
を
受
け
た
。
そ
し
て

患
者
に
対
し
て
の
注
射
や
薬
物
の
こ
と
も
、
言
わ
れ
た
よ

う
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
勤
務
が
楽
し
く
な
っ
て
き

た
。昭

和
十
六
年
の
春
が
き
て
、
こ
の
年
は
前
年
と
違
う
事

に
な
る
。
二
月
に
狂
暴
な
患
者
が
入
る
と
の
知
ら
せ
が
あ

り
、
病
室
の
準
備
に
つ
い
て
石
坂
室
長
、
杉
田
、
私
の
三

人
が
軍
医
に
呼
ば
れ
、
し
っ
か
り
頼
む
と
言
わ
れ
た
。

下
士
官
と
兵
に
連
れ
ら
れ
て
来
た
患
者
が
大
声
を
出
し

て
威
張
っ
て
い
た
、
小
柄
な
身
体
の
患
者
だ
っ
た
。
軍
医

よ
り
「
い
つ
も
の
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
杉
田
と
私
が
引

き
受
け
、
連
行
兵
に
患
者
を
「
放
せ
」
と
言
っ
て
引
き
取

り
、
患
者
の
腕
を
持
っ
た
瞬
間
、
そ
れ
ま
で
大
声
で
威

張
っ
て
い
た
患
者
が
素
直
に
な
る
。
個
室
に
入
れ
病
衣
に

着
替
え
さ
せ
た
。
連
行
兵
は
た
だ
た
だ
驚
い
た
様
子
だ
っ

た
。
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軍
医
が
言
っ
た
「
い
つ
も
の
よ
う
に
」
と
言
う
こ
と
は

最
初
が
大
事
で
、
患
者
に
嘗
め
ら
れ
な
い
内
に
二
、
三
発

「
ヒ
ン
タ
カ
ン
」
を
打
つ
と
三
日
位
で
軽
い
患
者
は
直
っ

て
く
る
。
半
分
は
偽
病
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
に
入
っ
て
き
た
狂
暴
患
者
は
身
長
一
七
五
セ
ン
チ
、

体
重
は
八
〇
キ
ロ
で
あ
っ
た
。
こ
の
患
者
に
は
杉
田
も
私

も
大
変
な
闘
い
を
何
回
も
や
っ
た
。
相
手
は
柔
道
三
段
、

剣
道
三
段
で
あ
る
。
そ
の
た
め
大
小
便
の
後
始
末
を
す
る

の
に
、
二
、
三
人
仲
間
を
呼
ん
で
、
患
者
を
縄
で
結ゆわ
く
の

で
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
が
大
仕
事
で
あ
っ
た
。
四
月
末
ま

で
に
、
こ
の
よ
う
な
手
強
い
患
者
が
四
人
入
院
し
た
。

日
宿
が
二
十
日
間
位
あ
り
、
そ
れ
が
三
カ
月
位
続
く
。

兵
舎
に
は
、
た
ま
に
顔
を
見
せ
る
程
度
と
な
る
。
そ
れ
で

兵
隊
と
班
長
達
か
ら
は
嫌
味
を
言
わ
れ
る
。「
七
内
科
」

勤
務
は
兵
隊
が
い
や
が
る
訳
で
あ
る
。
重
い
患
者
が
少
な

く
な
り
、
良
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
と
、
他
の
病
舎
よ

り
ち
ょ
っ
と
変
な
患
者
で
あ
る
が
、
医
官
同
士
の
話
し
合

い
に
よ
っ
て
一
人
個
室
に
預
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三
日
目
、
私
も
杉
田
も
兵
舎
の
方
に
い
た
。
急
い
で
来

て
く
れ
と
友
が
呼
び
に
き
た
。「
患
者
が
自
決
し
た
。
首

つ
り
だ
」
と
い
う
。
首
を
吊
っ
て
一
時
間
以
上
と
の
こ

と
。
日
直
士
官
だ
と
事
が
大
き
く
な
る
か
ら
明
日
ま
で
待

た
せ
、
宿
直
士
官
に
言
わ
ず
病
舎
の
婦
長
を
呼
ん
だ
。
軍

医
の
来
る
の
を
待
つ
と
、
軍
医
は
日
直
士
官
に
言
わ
ぬ
事

を
喜
ん
で
く
れ
た
。
相
手
の
軍
医
と
の
話
し
合
い
で
診
療

主
任
の
田
原
軍
医
大
佐
が
、
こ
れ
は
大
事
に
な
る
と
預

か
っ
た
。「
七
内
科
の
兵
隊
が
処
罰
さ
れ
る
か
ら
、
わ
し

に
ま
か
せ
ろ
」
と
な
っ
た
。
そ
の
患
者
は
論
功
行
賞
で
功

七
級
を
受
け
て
か
ら
変
に
な
っ
た
と
い
う
事
を
婦
長
か
ら

聞
い
て
い
る
。

一
度
あ
っ
た
こ
と
は
二
度
あ
る
。
こ
れ
も
杉
田
と
私
が

居
な
い
日
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
や
は
り
預
か

り
患
者
と
同
じ
よ
う
な
事
が
あ
っ
た
。
私
が
病
室
に
行
き

人
工
呼
吸
を
や
っ
て
い
る
時
、
患
者
病
舎
の
主
任
の
藤
田

少
佐
が
婦
長
と
共
に
来
て
、
私
達
四
人
に
「
駄
目
だ
、
止

め
て
よ
い
。
ご
苦
労
だ
っ
た
」
と
一
言
言
っ
て
、
お
お
ご
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と
に
話
を
出
す
な
、
と
注
意
し
て
去
っ
て
行
く
。

そ
れ
か
ら
は
「
七
内
科
」
の
軍
医
に
、
ま
た
こ
れ
か
ら

患
者
を
預
か
っ
た
時
は
杉
田
、
福
原
は
必
ず
い
て
く
れ
る

よ
う
に
と
班
長
と
私
達
に
言
い
渡
し
が
あ
っ
た
。

ま
だ
ま
だ
書
く
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
「
七
内

科
」
の
勤
務
の
内
で
と
て
も
良
い
事
も
沢
山
あ
り
ま
し

た
。患

者
護
送
や
兵
役
免
除
を
家
に
、
ま
た
全
治
者
は
隊
ま

た
は
陸
軍
病
院
に
送
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。
そ
し
て
患
者

と
共
に
卓
球
な
ど
し
て
衛
生
兵
が
負
け
る
と
患
者
が
喜

び
、
庭
で
患
者
と
遊
ん
だ
り
病
院
内
の
散
策
に
出
る
こ
と

で
す
。

「
七
内
科
」
に
安
置
室
が
あ
り
、
毎
日
の
よ
う
に
何
体

か
の
病
死
者
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
で
お
経
を
上
げ
て
下

さ
る
中
根
尼
僧
さ
ん
は
第
一
陸
軍
病
院
公
認
の
お
方
で
、

元
岡
田
首
相
の
姪
子
さ
ん
で
し
た
。
何
年
間
の
永
い
間
、

無
報
酬
で
務
め
て
下
さ
っ
て
ま
す
。
私
は
「
七
内
科
」
に

い
る
間
、
い
ろ
い
ろ
と
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
隊
兵
が
入
る
、
退
役
者
が
出
る
、
そ
の
度
に

歓
送
迎
会
が
あ
り
、
演
芸
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
都

度
、
私
は
呼
び
出
さ
れ
る
人
気
者
で
し
た
。

想
い
出
の
中
に
は
、
重
い
患
者
だ
っ
た
江
連
君
が
面
会

に
来
た
時
は
ち
ょ
っ
と
驚
き
ま
し
た
。
医
官
室
で
入
隊
当

時
の
お
礼
を
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
で
私
に
対
し
「
福
原
さ

ん
の
ビ
ン
タ
は
今
で
も
そ
の
痛
さ
は
忘
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
た
め
に
今
の
元
気
な
身
体
に
な
っ
た
」
と
涙
を
出
し
て

の
お
礼
に
は
私
も
嬉
し
か
っ
た
も
の
で
す
。
江
連
君
の
よ

う
に
他
に
も
立
派
な
軍
服
姿
で
お
礼
に
来
た
下
士
官
の
方

も
お
り
ま
し
た
。

患
者
護
送
の
思
い
出
と
し
て
は
、
小
倉
陸
軍
病
院
、
松

江
陸
軍
病
院
等
へ
行
き
ま
し
た
が
、
静
岡
陸
軍
病
院
の
患

者
は
陸
軍
少
佐
で
国
府
台
陸
軍
病
院
へ
護
送
し
ま
し
た
。

重
病
者
で
「
精
神
科
」
の
中
尉
は
軍
刀
を
握
っ
た
ま
ま
の

患
者
で
し
た
。

親
元
へ
の
護
送
と
し
て
は
、
熊
本
、
四
国
、
新
潟
、
山

形
、
神
奈
川
、
千
葉
、
川
越
な
ど
で
、
送
っ
て
行
っ
た
家

に
着
替
え
の
着
物
も
無
い
家
も
あ
り
ま
し
た
。
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私
ぐ
ら
い
出
張
や
公
用
で
外
出
を
し
た
兵
隊
は
同
年
兵

に
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
衛
生
兵
と
し
て
患
者
を
大
切
に
、
そ
し
て
親
身
に

な
っ
て
精
神
病
を
治
す
こ
と
で
闘
っ
て
い
ま
し
た
。
軍
医

か
ら
も
感
謝
さ
れ
ま
し
た
が
、
兵
舎
の
班
内
で
は
、
班
長

か
ら
受
け
の
良
く
な
い
方
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
馬
鹿
々
々
し
い
こ
と
の
多
か
っ
た
三
年
間
で

し
た
。

【
解

説
】

体
験
記
執
筆
者
は
大
正
七
年
、
現
在
の
東
京
都
墨
田
区

東
駒
形
で
生
ま
れ
、
昭
和
十
三
年
六
月
の
徴
兵
検
査
で
第

一
乙
種
合
格
で
第
一
補
充
兵
と
な
る
。

翌
年
の
昭
和
十
四
年
十
二
月
、
臨
時
召
集
で
世
田
谷
の

野
砲
第
一
連
隊
に
入
隊
と
な
り
、
衛
生
兵
要
員
と
し
て
翌

年
の
一
月
十
二
日
付
で
臨
時
第
一
陸
軍
病
院
に
配
属
さ

れ
、
そ
の
後
、
臨
時
第
一
陸
軍
病
院
の
第
七
内
科
に
勤
務

す
る
。

昭
和
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
、
召
集
解
除
で
一
旦
、

除
隊
と
な
り
、
体
験
者
の
第
一
回
の
軍
隊
勤
務
を
終
え
て

い
る
が
、
昭
和
十
六
年
の
大
東
亜
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
第

二
回
目
の
召
集
を
受
け
、
昭
和
十
九
年
八
月
、
東
京
第
一

陸
軍
病
院
に
入
隊
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
同
陸
軍
病
院
内
で

第
一
二
九
兵
站
病
院
「
威
三
八
八
九
部
隊
」
が
編
成
さ
れ

て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
進
出
の
た
め
「
日
洋
丸
」
で
台
湾
の

基
隆
に
寄
港
、
バ
シ
ー
海
峡
を
通
過
し
、
二
十
八
日
に
は

マ
ニ
ラ
上
陸
し
て
い
る
。

以
後
の
比
島
に
お
け
る
戦
争
の
体
験
、
終
戦
後
の
バ
タ

ン
ガ
ス
米
軍
収
容
所
に
お
け
る
演
劇
「
笑
南
劇
場
」
を
開

催
し
て
の
抑
留
生
活
の
様
子
は
、
平
成
十
四
年
版
「
平
和

の
礎
」
に
掲
載
さ
れ
、
体
験
者
の
第
二
回
の
軍
隊
生
活
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。

今
回
の
体
験
記
は
、
体
験
者
の
第
一
回
の
軍
隊
生
活
で

あ
っ
た
臨
時
第
一
陸
軍
病
院
の
「
第
七
内
科
」
勤
務
の
衛

生
兵
の
体
験
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

陸
軍
の
衛
生
兵
教
育
の
目
的
と
し
て
「
衛
生
兵
教
育
規
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則
」
に
よ
る
と
「
衛
生
兵
ノ
教
育
ハ
、
平
戦
両
時
ニ
於
ケ

ル
衛
生
勤
務
ヲ
習
得
セ
シ
メ
、
補
助
衛
生
兵
ノ
教
育
ハ
戦

時
ニ
オ
ケ
ル
衛
生
勤
務
、
特
ニ
傷
病
者
看
護
ノ
方
法
ヲ
習

得
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
ル
」
と
あ
る
。

衛
生
兵
に
な
る
に
は
病
院
と
部
隊
に
よ
っ
て
異
な
り
、

病
院
勤
務
の
衛
生
兵
は
、
徴
兵
検
査
に
お
い
て
既
に
衛
生

兵
と
し
て
選
抜
さ
れ
、
主
と
し
て
地
方
（
民
間
）
に
お
い

て
衛
生
に
関
係
し
て
い
た
者
を
選
ん
で
い
た
と
い
わ
れ

る
。部

隊
付
の
衛
生
兵
は
、
初
年
兵
と
し
て
入
隊
後
一
期
の

教
育
を
受
け
て
か
ら
、
各
中
隊
よ
り
指
名
さ
れ
、
ま
た
は

志
願
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
た
。
病
院
付
の
衛
生
兵
は
、
歩

兵
の
一
期
の
教
育
は
入
隊
し
た
歩
兵
部
隊
で
習
得
し
た
後

に
、
病
院
に
復
帰
し
て
、
部
隊
衛
生
兵
と
共
に
、
そ
の
衛

戍
地
陸
軍
病
院
で
六
カ
月
の
衛
生
兵
教
育
を
受
け
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
体
験
者
の
入
隊
後
の
昭
和
十
六
年
頃
か
ら
は
、

部
隊
編
成
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
衛
生
兵
要
員
も
不
足
し
、

歩
兵
教
育
は
一
カ
月
、
衛
生
兵
教
育
は
三
カ
月
で
終
了

し
、
部
隊
へ
の
配
属
や
、
戦
地
へ
出
征
し
た
者
も
多
く

な
っ
て
来
て
い
る
。

ま
た
大
量
の
教
育
の
た
め
、
北
海
道
の
衛
生
兵
教
育
の

場
合
の
よ
う
に
、
陸
軍
病
院
で
の
教
育
で
は
不
足
し
、
大

講
堂
を
新
設
し
て
、
教
育
即
補
充
と
い
う
こ
と
も
多
く
な

り
、
ま
た
関
東
軍
の
衛
生
兵
集
合
教
育
を
受
け
た
例
も
あ

る
。ま

た
昭
和
十
三
年
頃
ま
で
は
、
現
役
の
衛
生
兵
教
育
の

ほ
か
に
、
主
と
し
て
衛
生
隊
担
架
兵
要
員
の
補
助
衛
生
兵

教
育
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
歩
兵
一
カ
月
、
衛
生
兵

教
育
二
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
教
育
内
容
も
補
助
衛
生
兵
教
育
教
程
に
よ
る

衛
生
法
救
急
法
、
担
架
術
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
の

拡
大
と
共
に
、
一
般
の
衛
生
兵
教
育
期
間
が
短
縮
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
自
然
に
こ
の
教
育
は
中
止
さ
れ
て
い

る
。ま

た
療
工
兵
の
教
育
は
、
一
般
衛
生
兵
の
教
育
を
受
け

る
中
で
、
必
要
な
教
育
が
別
科
と
し
て
実
施
さ
れ
、
薬
剤

将
校
、
療
工
下
士
官
な
ど
を
教
官
と
し
て
行
わ
れ
て
い
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た
。太

平
洋
戦
争
が
、
敗
戦
の
色
濃
く
、
本
土
決
戦
体
制
を

固
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
昭
和
十
九
年
に
は
、
陸
軍
病
院

の
衛
生
兵
は
、
特
殊
勤
務
者
を
除
い
て
全
員
が
第
一
戦
部

隊
要
員
と
な
っ
て
お
り
、
体
験
記
執
筆
者
も
、
こ
の
例
に

漏
れ
ず
比
島
戦
線
に
出
動
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
陸
軍
衛
生
兵
の
不
足
を
行
う
た
め
、
陸
軍

病
院
で
は
、
陸
軍
衛
生
兵
に
代
わ
っ
て
陸
軍
看
護
婦
を
軍

隊
独
自
で
教
育
す
る
た
め
に
陸
軍
看
護
婦
生
徒
の
教
育
も

開
始
し
て
い
る
。

体
験
記
筆
者
の
第
二
回
の
軍
隊
生
活
で
あ
っ
た
比
島
戦

線
が
終
わ
り
、
バ
タ
ン
ガ
ス
米
軍
収
容
所
に
お
け
る
抑
留

者
慰
安
の
演
劇
活
動
「
笑
南
劇
場
」
を
筆
者
が
中
心
と

な
っ
て
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
体
験
者
の
演
劇
を
得
意
と

し
た
、
そ
の
片
鱗
が
、
今
回
の
東
京
第
一
陸
軍
病
院
に
お

け
る
入
隊
兵
、
退
役
者
が
出
る
度
に
行
わ
れ
た
歓
送
迎
会

に
、
呼
び
出
さ
れ
る
人
気
者
で
あ
っ
た
こ
と
と
し
て
記
さ

れ
て
い
る
。

第
一
震
洋
特
別
攻
撃
隊

小
笠
原
諸
島
・

父
島
で
の
任
務

福
島
県

菊

地

貞

吉

私
は
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
九
月
、
現
在
の
喜
多

方
市
に
生
ま
れ
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
四
月
、
横

須
賀
海
軍
工
廠
に
見
習
工
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。
同
十

八
年
三
月
卒
業
、
同
時
に
旧
制
中
学
校
を
卒
業
し
ま
し

た
。
こ
の
間
に
横
須
賀
軍
港
に
入
港
す
る
軍
艦
、
戦
艦
、

航
空
母
艦
、
巡
洋
、
駆
逐
、
潜
水
艦
、
機
雷
艇
、
掃
海
艇

な
ど
あ
ら
ゆ
る
艦
船
が
入
港
し
ま
す
の
で
見
学
も
し
ま
し

た
。
乗
っ
て
も
見
ま
し
た
。
そ
れ
で
私
も
海
軍
に
憧
れ
、

昭
和
十
七
年
九
月
に
海
軍
に
志
願
し
、
同
十
八
年
五
月
、

横
須
賀
第
一
海
兵
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

五
日
後
に
久
里
浜
海
軍
工
作
学
校
に
、
第
十
六
期
生
、

普
通
科
練
習
生
と
し
て
入
校
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
八
カ
月
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